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%/////////////エッセー 一
カ ン ツ ォ ネ ッ タ(Canzon騁ta)VI
倉 橋 重 史
1.や ま あ ら し
や まあ らしには,山 か ら吹 いて くる風 とい う意味を は じめ,柔 道の技の一 っ
や,漱 石 の 『ぼ っち ゃん』 に登場 す る数学 の教師のあだ名,さ らに動物の名前
な どが ある。 ここでは動物 のや まあ らしにっ いて述べた い。山荒 らし,豪 猪 と
書 くらしい。動物学 の知識 はないか らその動物の生態 や特徴 に関 しては詳 しく
述 べ ることはで きない。知 っているのはこの山荒 らしは顔以外 に刺 のよ うな剛
毛 を もってい る動物で ある とい うこと ぐらいである。 哺乳類 ヤマア ラシ科 で,
全長 が50センチ内外 あ り,夜 行性で,木 登 りが上手 らしい。敵 に会 うとその刺
のよ うな剛毛 を逆立てて身 を守 るよ うであ る。
植物 には鋭 い刺を持っ ものが ある。サボテ ンやゆずが そ うである。一見刺を
持 たないよ うに見え る可 憐で,美 しい花に も刺 のきっ いのが ある。バ ラがそ う
で ある。詩人ゲ ーテは 「野ば ら」の2節 で 「子供 は言 った,僕 は折 るよ,野 の
ば らよ。ば らはこたえた,刺 しますよ」(Knabesprach:ichbrechedich,R?-
leinaufdenHeiden,Rδsleinsprach:ichstechedich.)と うた った。 この歌
か らバ ラに託 した愛 の痛 さが伝 わ って くる。バ ラを植 えバ ラの咲 くのをま って
い る者 にとって,こ の刺 は理解 しがたい。 だがバ ラは刺 を持 ってい る。 バ ラを
切 って花器 に活 けよ うとする と指 を刺 され る。 したが ってバ ラを切 った り,手
に持 つ時には革 の手袋 を用 いる。 ど こかで片方 を落 とした手袋 が ここで案外役
にたつのである。
ところで,や まあ らしが刺 を もって いるのは外敵 の攻撃 か ら自分 を守 るため
であるが,そ れは自分か ら攻撃す るためにも用 いる ことが で きる。刺 は武器の

























のような話である。ある寒い夜,山 荒 らしが暖をとるために集 まってきた。 し
かしお互いの豪毛のために,近付 くと相互の皮膚をさして痛 い。そこで離れる。










社会か ら孤立 しようとする存在であると考えたのである。カントは 「世界公民
的な見方か らする一般史の構想』の第4命 題 として 「自然が,人 間に与える一






は社会を形成 し,組織化 しようとする傾向を持っが,ま た仲間か ら離れ,一人
になろうとする傾向も持 っている。 ここでカントは社交性よりも非社交性の意
味を重視 している。彼 は後者の傾向こそ人類を未開的な状態か ら脱出 し,文化
に向かうことを可能ならしめ,感性的な強制によって結成されていた社会を道
徳的な全体に変えるような思想を形成 し,無力と無為に甘ん じる状態か ら勤労
と辛苦の生活 に入 り,再びこの辛い状態か ら脱出することができるようにさせ
るのであると考えたのである。彼は非社交性を重視 している。カントは文化や
芸術 はこの非社交性から生 じた果実であると考えるのである。
ショウペ ンハウアーは山荒 らしの刺のような剛毛の比喩を もって社会関係に
おける中庸の距離の重要性を指摘 したが,カ ントは敵対関係のなかで,一見 し
て無秩序を生む原因であるかに見える非社交性が実は社会的秩序の形成にとっ




が置かれ,そ れが重視 されすぎると社会自体が成立 しないという問題がある。
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2.正 義 と法 につ いて
最近官僚や裁判官,警察の腐敗が顰蹙(ひ んしゅく)をかっている。高級官








追された事件など常識では考え られないことが多発 している。大学で も試験の
漏洩問題などがある。 それらは氷山の一角でなければよいが,そ の根底にはモ
ラル,倫理感,正 義感,責任感のマヒや欠如がある。犯罪 として厳正に裁かれ




としての意識や精神,そ の構造,国 民の血税という意識の希薄 さなどが問われ
なければならないが,そ の基底にあるものは,彼 らの正義感 はどこに行 ったの
かという問題である。それを社会学の立場か ら管見 したい。
正義に関する社会学的考察はそう多 くはない。 しか し法社会学 という名の研
究は法に関 しては説明 していると考えるが,正義にっいてはどのように接近 し
ているのであろうか。法と正義との関係にっいての研究 はどうなのか。 この辺









フィレンッェのアルノ川にかかる トリニタ(三位一体)橋 を少 し南に行くと,
トリニタ広場にでる。そこに高い塔があり,その上に秤を持 っている正義の女
神が立 っている。 ローマ神話の正義の女神はユスティティアである。彼女は目
隠 しをし,秤 と剣をもっている。目隠 しは愛憎などの私情から中立的であるこ
と,っまり正義を判断 し,守るためには感情中立性に立たねばならないことを












を物語 る。 しか し法には正義が求められ,正義は法によって守られると考えら
れる。 ソクラテスが 「悪法といえども無法にまさる」と考えたのはその例であ
ろう。
法は社会的規範 としては正義 と共通点を持っが,正 義や道徳とは異なる。プ
ラトンは正義を徳の一種 と考え,ア リス トテレスはその徳を心の習性の一種と



























































































の原意は 「テーベの畔に住まい,頭 は処女で,翼 とライオンの体をもっ,破 滅
させる神秘的なもの」である(Griechisch-DeutschesSchul-undHczndw'?ter-







彼 はその前にデバイへ行 く狭い道で ライオス王と出会い,道 を避けよというこ
とで喧嘩になり王を殺 して しまったのである。実はライオス王は彼の父親であっ
た。そこか ら 「予言の自己実現」の悲劇が続 くのである。人生のはかなさを述
べた ドイッ語の人生の無常感を述べた諺Morgenrot,abendtot.(朝は紅顔,
夜は白骨)も 見方によれば,謎 々として通用するか も知れない。
ドイツ語の謎(R舩sel)は心で推 し量る,言 い当てるというratenに由来 し,
それは 英語の謎,判 じ物,難 問,不 可解なもの(riddle)に通 じている。 日
本語では 『古語辞典』によれば,謎 々は 「謎を重ねて名詞化 した語」であり,
『広辞苑』には謎を 「なぞなぞ。遠回 しにそれとなく悟 らせるように言いかけ
ること。意義不明で解釈のむずかしいこと。不思議,不 可解なこと。また,そ
の言葉」 と言い,謎 々を 「ことばの中に他の物事を含ませ,何 ぞ何ぞと問いか
けて答えさせる遊戯。なぞ,なぞかけ」と説明している。そして謎歌の例とし
て 「鼠の家(穴)米 っきふるい(粉)木 を伐 りて引き切 り出す(火)よ つ(四)
というかそれ」で 「あな恋 し」を意味するような歌を出 している。『徒然草』
には62段に 「ふたっ文字,牛 の角文字,直 ぐな文字,歪 み文字とそ君は覚ゆる
恋 しく思い参 らせ給 うとなり」が出てくる。 これもふたっ文字 は 「こ」,牛
の角文字は 「ひ」あるいは 「い」,直ぐな文字 は 「し」,歪 み文字は 「く」であ
り,「こいしく」の意となる。この恋 しいは後嵯峨天皇の皇女悦子内親王がま
だ幼い時,父君をなっかしむ心である。いわゆる男女の恋のそれとは異なる。
内親王 は天皇の父をなっかしむ心を歌に読み,そ れを使者に託 したのである。
中世ではこのような謎解 きが流行 したようである。国語学,音 声学で貴重と
言われるものに 「ははは二たびあひたれどちぢには一どもあわず」がある。答
えは唇である。その解は,近世以降母の発音はハハであるが,以 前はファファ









「恋にはこころもこと葉 もな し」の解 は糸である。かっては戀の字のように
恋いという文字は心と言をとれば糸の字が二っ残 るので糸である。今の漢字の
略字では恋いであるが,元 は糸を二っ書き,その中に言を書き,そ の下に心を
書いた。当用漢字の略字 しか知 らない世代にはこの答えは理解 しにくい。 この
恋という言葉は 「いとしいとしと言 うこころ」などとも言われている。中世の
謎々には理解 しにくいものが多いが,例 えば 「ひが しおもて」 という謎々の答




しているが,ゲ ジヒト(Gesicht)というドイッ語も使っている。 それ は面子
であり顔である。顔を立てるとか,顔 を潰 されると言った意味で使われる顔で







貴族の館に住む女性,そ してさらに一般の女性,婦 人,人 の妻の意に転 じた。
答えの 「あまがさき」の解は尼が先で,尼 になる前の状態を指すからである。
ちなみに最近,自 分の妻を 「よめさん」 と呼ぶ男性がいるが,嫁 は舅,姑 か ら
見て,息 子の嫁を 「よめさん」と言 うのであって,自分のワイフをよめと呼ぶ
のはおか しい。家族制度の変化だけの問題でな く,呼称の誤 りが一般化 したも
のと思われる。
「うしやただあしもやすめずふるさとにかえ りてはゆ く山路なりけり」は故
郷 に帰 ってきたが,そ こに居れずまた旅をしなければな らない心情を吐露 して
いる。解は 「またたび」である。「うしやただあしもやすめず」 は欝的な精神




(Heimatlose)ではないが,そ れに近い人である。啄木が歌 った,「故郷 は遠























数十年 も前のこと,学生か ら 「社会学とは」 という題で何かの文を書かされ
て,社会学は疑問詞の続であり,?????一 と書いたことがあった。今で
もそのように思っている。 またかって 「生 と死の社会学」という小論を書いた
ことがあるが,そ れは 「生死が永遠 の謎であり」(LebenundTodsinddas
ewigeR舩sel.),その謎解きを社会学的に行なってみたかったからである。今
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はもっぱら 『絵画社会学素描』において,絵画の社会学という名の絵解 きを行
なっている。
(くらはししげふみ 佛教大学社会学部社会学科教授)
佛大社会学 第26号(2001)
